
                                                                    

                                                                    

                                   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

      

み
ど
り
の
森
と
い
う
玉
縄
の
生
命

線
が
後
退
し
て
い
く
。
玉
縄
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
玉
縄
城
址
が
次
々
に

削
ら
れ
て
い
く
。
玉
縄
城
っ
て
ど
こ
？

何
か
残
っ
て
い
ま
す
か
？
七
曲
坂
を

訪
れ
る
方
に
訊
か
れ
る
た
び
、
私

た
ち
は
辛
い
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

玉
縄
城
址
の
歴
史
公
園
を
つ
く

り
た
い
。
せ
め
て
、
玉
縄
城
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
の
、
「
玉
縄
城
を
偲
ぶ

広
場
」
を
つ
く
り
た
い
。 

こ
う
し
た
切
実
な
思
い
を
七
項
目

の
要
望
書
に
ま
と
め
て
、
こ
の
た
び

当
会
と
玉
縄
自
治
町
内
会
連
合
会

   

会
員
募
集 

入
会
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

□
電
話
０
４
６
７-

４
５-

７
４
１
１ 

年
会
費
は
４
月
か
ら
１
年
分

１
，
２
０
０
円
に
な
り
ま
す 

“
郵
便
振
替
口
座
” 

０
０
２
５
０-

７-

１
１
４
８
２
４ 

ま
た
は 

“
み
ず
ほ
銀
行 

大
船
支
店
” 

（
３
７
３
） 

２
４
４
１
７
８
５ 

玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議 

※
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

お
忘
れ
な
く
！ 

２０１０年（平成２２年）５月４日発行 第６号         玉縄城 まちだより              (4) 

玉
縄
思
い
出
写
真
館 

発行者 ： 玉縄城址まちづくり会議  荒井 章   TEL&FAX 0467-45-7411 
http://www48.tok2.com/home/tamanawajyo 

(1)     玉縄城 まちだより ２０１０年（平成２２年）５月４日発行 第６号 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

     「玉縄城址まちづくり会議」の活動

２００９年（平成２１年） 

11/15 龍 寳 寺 玉 縄 民 俗 資 料 館
展示品の名札付け等整備
作業実施 

     「玉縄城大手門模型」完成 
11/17 鎌倉市と第２回協働事業

会議開催。市景観部他 7 名､
    当会 11 名参加 
11/22 「玉縄城５００年祭実行委員

会発会式」を清泉女学院に
て開催。音楽会､記念講演会
（ 神 奈 川 県 立 歴 史 博 物 館
鳥居氏）､シンポジウム等に
松尾市長他来賓・市民３７０
名参加 

12/6～4/3 清泉女学院内「諏訪壇､
けまりば」等城址縄張り測量

２０１０年（平成２２年） 

1/ 7 市と第３回協働事業会議
開催。「玉縄城を偲ぶ広場
構 想 」「 七 曲 坂 市 道 整 備 」
「 認 定 子 ど も 園 （ 七 曲 坂 に
開園予定）」等協議 

1/16 第５回玉縄歴史アカデミア
「 玉 縄 城 址 遺 構 発 掘 成 果
報告（市文化財課小林氏）」
開催 

1/27 副市長と「まちづくり懇談」 

1/29 認定子ども園と打合せ実施

2 / 2 市景観部長に七曲坂の自然
をどう守るか市民緑地の問題
提起 

2/ 2 市教育長と新年度協働事業
を協議 

3/ 5 みどり学園巖谷理事長と  
子ども園園舎設計の改定等
の打合せ実施。協力を約す

3/ 5 玉縄学習センター（図書館
隣）資料コーナー「玉縄衆の
心と思い！」展示開始 

3/15 「市長要望書」を玉縄自治
町内会連合会､植木町内会､
関谷城廻町内会と合同提出
まちづくりのオール玉縄体制
構築へ 

3/28 「自然と歴史の学校」開催。

城址散策と民俗資料館見学
に４５名参加 

3/31 龍寳寺玉縄民俗資料館と 
当会の作業協定締結 

4/ 3 七曲坂にベンチ２基を会員の
手作りで制作・設置 

4/15 鎌倉市市民提案協働事業と
しての「民俗資料館リニュー
アル事業」がスタート 

4/24 第４回総会開催 

「残したい城址七曲坂の  
野草」勉強会を同時開催 

大
船
観
音
の
昔
の
お
姿 

 

提
供 

豊
田
冨
美
子
さ
ん 

昭
和
二
十
年
代
撮
影 

【
ひ
と
言
】 

今
と
は
お
顔
も
違
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

玉
縄
城
址
歴
史
の
道
七
曲
坂

ア
ダ
プ
ト
（
市
道
の
美
化
奉
仕
） 

□
毎
月
第
１
土
曜
日 

９
：
０
０
～
１
１
：
０
０ 

七
曲
坂
花
壇
ク
ラ
ブ 

□
毎
月
第
３
日
曜
日 

９
：
０
０
～
１
１
：
０
０ 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

第
６
回
玉
縄
歴
史
ア
カ
デ
ミ
ア 

「
玉
縄
城
の
遺
構
を
読
む
」 

□
「
戦
場
の
村
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

シ
ス
テ
ム
」 

―
戦
国
の
城
と
民
衆
の
智
慧
― 

藤
木 

久
志
氏
（
立
教
大
学

名
誉
教
授
） 

□
対
談
「
庶
民
の
智
慧
と
力
」 

藤
木
久
志
氏
Ｖ
Ｓ
伊
藤
一
美
氏 

（
鎌
倉
考
古
学
研
究
所
理
事
） 

□
５
月
２
２
日
（
土
） 

１
３
：
３
０
～  

□
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階 

市
民
活
動
の
日 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加 

□
５
月
２
３
日
（
日
） 

１
４
：
０
０
～
１
５
：
３
０   

□
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(

き
ら
ら
鎌
倉)

地
下
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

□
イ
ベ
ン
ト
「
玉
縄
検
定
」
ク
イ
ズ 

□
活
動
報
告
パ
ネ
ル
展
示 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

玉縄城大手門模型完成 
縮尺５０分の１の模型が昨年１１月に完成し、

植木にある龍寳寺玉縄民俗資料館１階に 

飾られています。昭和３０年代に郷土の先輩

たちが製作した玉縄城模型（立体地形図）と

共にぜひご覧ください。 「甦れ！玉縄城！」 

 

 
現在のお姿     

は
合
同
で
松
尾
市
長
へ
と
提
出
い
た

し
ま
し
た
。
新
し
い
玉
縄
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
平
成
２
４
年
の

玉
縄
城
築
城
５
０
０
年
祭
を
目
標

に
玉
縄
が
一
つ
に
な
っ
て
実
現
を

目
指
し
ま
す
。 

 

  

当
会
は
一
昨
年
か
ら
十
一
回
に

亘
っ
て
城
址
と
周
辺
の
縄
張
り

測
量
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今

ま
で
に
七
曲
坂
南
側
の
尾
根
か
ら

清
泉
女
学
院
バ
ス
停
脇
の
山
稜
部

ま
で
調
査
を
終
え
て
、
「
縄
張
り
図
」

を
制
作
し
ま
し
た
。
七
曲
坂
の
坂
上

  

に
は
太
鼓
や
ぐ
ら
、
煙
硝
蔵
、
切
り

岸
跡
等
が
往
時
の
形
状
を
残
し
て

お
り
、
諏
訪
壇
北
側
で
は
掘
割
、

「
け
ま
り
ば
」
や

「
月

見

堂

」
の

平
場
、
土
塁
、
縦
掘
状
の
溝
跡
な
ど

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

 

玉
縄
城
址
は
決
し
て
消
滅
し
て

い
ま
せ
ん
。
当
会
は
足
元
に
刻
ま
れ

た
歴
史
の
跡
を
ふ
る
さ
と
の
証
と
し

て
大
切
に
守
り
伝
え
て
い
き
ま
す
。

「
玉
縄
が
な
け
れ
ば
鎌
倉
は
な
い
」
の

で
す
か
ら
。 

   

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
市
民
行
政

の
垣
根
を
超
え
、
協
働
で
進
め
る
―

そ
れ
が
私
た
ち
の
考
え
で
す
。 

現
在
市
の
各
部
担
当
と
協
働
の

会
議
を
精
力
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

  
 

そ
の
基
本
精
神
は
こ
う
で
す
。 

１
．
単
独
で
は
解
決
で
き
な
い
地
域

課
題
を
市
民
行
政
の
協
働
に
よ
っ
て

解
決
し
よ
う
。 

２
．
対
等
の
当
事
者
と
し
て
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、
垣
根
を
超
え

古
い
慣
行
を
超
え
て
課
題
の
実
現
を

目
指
そ
う
。 

人
任
せ
に
せ
ず
「
一
緒
に
や
れ
ば

や
れ
る
」
そ
れ
が
私
た
ち
の
確
信
で

す
。 

   

歴
史
の
道
七
曲
坂
の
市
道
整
備

は
来
年
中
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
設
計
に
は
当
会
の
七
曲
坂 

整
備
チ
ー
ム
が
協
力
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
今
、
市
民
の
声
を
集
め
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 ま

た
今
年
中
に
は
七
曲
坂
下
の

駐
車
場
跡
に
認
定
子
ど
も
園
が 

建
設
さ
れ
ま
す
。
当
会
は
歴
史
と

自
然
の
環
境
に
相
応
し
い
建
築 

設
計
を
求
め
て
、
意
見
交
換
を
進
め

て
い
ま
す
。 

 

 
 

い
よ
い
よ
玉
縄
城
５
０
０
年
祭 

実
行
委
員
会
が
具
体
的
な
推
進 

活
動
に
入
り
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら

進
め
る
ま
つ
り
づ
く
り
へ
、
ど
う
ぞ 

皆
様
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

  

玉
縄
城
を
偲
ぶ
広
場
を
つ
く
る 

玉
縄
自
町
連
と
協
力 

市
長
要
望
書
を
提
出 

 

お
城
を
偲
ぶ
場
所
が
な
い 

足
元
の
歴
史
を
守
り
伝
え
る 

玉
縄
城
遺
構
の
発
見 

 

来
年
に
は
七
曲
坂
市
道
整
備 

駐
車
場
跡
に
認
定
子
ど
も
園 

  

ま
ち
づ
く
り
は 

垣
根
を
超
え
た
協
働
で 

 

玉
縄
城
５
０
０
年
祭
か
ら 

   



 

   

六
代
玉
縄
城
主
北
条
氏
勝
（
ほ
う
じ
ょ

う
う
じ
か
つ
）
は
、
永
禄
元
年
（
１
５
５
８
）

四
代
城
主
氏
繁
（
う
じ
し
げ
）
の
次
男
と
し

て
出
生
。
氏
勝
が
玉
縄
城
主
の
官
名
で
あ

る
左
衛
門
大
夫
を
名
乗
っ
た
文
書
初
見
は

天
正
十
年
（
１
５
８
２
）
五
月
の
も
の
で
、

天
正
八
年
（
１
５
８
０
）
か
ら
天
正
十
年
の

間
に
五
代
城
主
で
あ
る
兄
氏
舜
（
う
じ
と

し
）
は
氏
勝
に
家
督
を
譲
り
隠
居
も
し
く

は
死
没
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

天
正
十
年
（
１
５
８
２
）
は
北
条
氏
に
と
っ

て
激
動
の
年
で
あ
っ
た
。
二
月
に
は
関
東
に

お
け
る
永
年
の
宿
敵
で
あ
る
常
陸
国
佐
竹

氏
十
九
代
義
重
の
嫡
男
義
宣
が
元
服
式

を
行
い
常
陸
国
統
一
に
近
づ
く
絶
頂
期
を

迎
え
て
い
る
。
三
月
に
は
織
田
信
長
・
信
忠

父
子
が
信
濃
か
ら
徳
川
家
康
が
駿
河
か
ら

甲
斐
に
侵
攻
し
武
田
勝
頼
は
甲
州
大
和

村
田
野
に
て
自
刃
し
武
田
家
が
滅
亡
。

六
月
に
は
織
田
信
長
・
信
忠
が
明
智
光
秀

の
謀
反
に
よ
り
本
能
寺
の
変
に
て
殺
害
さ

れ
、
政
局
は
一
気
に
羽
柴
秀
吉
に
よ
る

天
下
統
一
に
向
か
う
。 

氏
勝
は
関
東
の
諸
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
て
き
た
こ
の
時
期
に
城
主
に
就
い
た
の
で

あ
る
。 

天
正
十
二
年
（
１
５
８
４
）
に
入
る
と

羽
柴
秀
吉
・
石
田
三
成
は
上
杉
景
勝
・
佐

竹
義
重
ら
と
誼
を
通
じ
る
よ
う
に
な
る
。 

(3)     玉縄城 まちだより ２０１０年（平成２２年）５月４日発行 第６号 

“
七
十
年
前
の 

玉
縄
地
域
” 

大
嶋 

文
夫 

一
、
大
船
観
音 

 

昭
和
四
年
（
１
９
２
９
）
、
発
起
人
数
名
で

大
船
観
音
の
建
立
を
計
画
し
工
事
に
手
を

つ
け
た
が
、
発
起
人
が
老
齢
の
た
め
次
々
と

亡
く
な
り
、
ま
た
資
金
も
思
う
に
任
せ
ず

昭
和
九
年
頃
よ
り
二
十
年
も
の
間
手
が
つ

け
ら
れ
ず
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
か
け
の
ま
ま

だ
っ
た
。
そ
の
後
終
戦
を
迎
え
、
昭
和
二
十

九
年
（
１
９
５
４
）
、
新
た
に
五
島
慶
太
氏
が

中
心
に
な
り
約
四
千
万
円
を
投
資
し
て

昭
和
三
十
二
年
（
１
９
５
７
）
か
ら
約
三
年

で
完
成
し
た
。(

玉
縄
思
い
出
写
真
館
参
照) 

二
、
小
林
若
狭
と
玉
泉
寺
と
小
林
家 

 

平
成
二
十
一
年
（
２
０
０
９
）
三
月
に
市

教
育
委
員
会
が
発
刊
し
た
『
か
ま
く
ら
子

ど
も
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
「
玉
縄
城
の
家
臣

だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
小
林
若
狭
が
玉
泉
寺

を
建
て
た
」
と
あ
り
、
ま
た
昭
和
五
十
八
年

（
１
９
８
３
）
三
月
に
平
本
久
男
氏
が
出
さ

れ
た
『
玉
縄
北
条
の
最
後
』
と
い
う
小
冊
子

に
は
「
小
林
若
狭
の
子
孫
の
小
林
馨
さ
ん

ら
は
、
過
去
帳
や
墓
石
な
ど
か
ら
若
狭
が

作
ら
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。 

三
、
玉
縄
小
学
校
の
沿
革
（
か
ま
く
ら

子
ど
も
風
土
記
か
ら
） 

 

明
治
十
年
（
１
８
７
７
）
玉
縄
小
学
校
は

貞
宗
寺
か
ら
龍
寳
寺
に
移
り
、
更
に
昭
和

十
二
年
（
１
９
３
７
）
に
現
在
の
地
に
移
転

し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

（
社
会
福
祉
法
人
清
和
会
理
事
長
） 

 

汗
か
き
・
知
恵
出
し
・
声
援
で
「
玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
お
問
い
合
わ
せ
は
お
近
く
の
会
員
ま
で 

 

歴
史
シ
リ
ー
ズ 

６ 
 

玉
縄
城
主 

北
条
氏
勝 

           
 

 
 

―
お
二
人
の
お
付
き
合
い
は
い
つ 

頃
か
ら
で
す
か
― 

 

石
原 

私
は
大
正
七
年
生
ま
れ
で
す
が 

昭
和
の
初
め
に
藤
沢
の
大
庭
の
名
主
の
家

か
ら
十
九
歳
で
石
原
家
に
お
嫁
に
来
ま
し

た
。
そ
の
祝
言
で
三
三
九
度
の
酌
を
す
る

雌
蝶
（
め
ち
ょ
う
）
の
大
役
を
務
め
て
く
れ

た
の
が
、
同
じ
城
宿
の
旧
家
で
あ
る
河
原

さ
ん
の
当
時
六
歳
の
お
嬢
さ
ん
、
冨
美
子

さ
ん
で
し
た
。 

 

         

豊
田 

そ
の
時
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
す
の

で
も
う
七
十
三
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

雌
蝶
の
時
の
着
物
で
撮
っ
た
写
真
が
今
で

も
残
っ
て
い
ま
す
。 

―
石
原
さ
ん
の
お
宅
は
工
務
店
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
ご
先
祖
の
家
業
で
す
か
― 

石
原 

石
原
家
は
昔
か
ら
大
工
を
し
て
い

ま
し
た
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
先
祖
は

七
曲
坂
下
の
玉
縄
番
匠
と
呼
ば
れ
て
い
た

小
坂
家
の
本
家
（
玉
縄
城
が
あ
っ
た
時
代

に
北
条
氏
の
命
で
鶴
岡
八
幡
宮
を
修
復
し

た
大
工
）
の
出
身
で
し
た
が
、
あ
る
時
に
坂

の
上
の
穴
倉
に
棲
ん
で
い
た
平
家
の
落
人
の

女
人
に
「
自
分
を
ず
っ
と
護
っ
て
く
れ
る
の

な
ら
」
と
い
う
条
件
で
今
の
土
地
を
譲
っ
て

も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
石
原
の
姓
を

名
乗
っ
て
そ
の
場
所
で
大
工
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
女
人
の
位
牌
は
残
っ
て
お
り
、

そ
の
穴
倉
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が

今
で
も
家
の
裏
に
は
や
ぐ
ら
が
あ
っ
て
、
中

ほ
ど
に
水
が
溜
ま
っ
て
池
の
よ
う
に
な
っ
た

所
が
あ
り
、
冷
蔵
庫
の
代
わ
り
に
な
る
位

い
つ
も
空
気
が
ひ
ん
や
り
し
て
い
ま
す
。 

玉縄城 まちだより ２０１０年（平成２２年）５月４日発行 第６号  (2)  

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ～玉縄万華鏡～ 
七
十
年
前
の
城
宿
の
旧
家
の
話 

石
原 

琴
子
さ
ん 

（
い
し
は
ら 

こ
と
こ
さ
ん
・
城
廻
） 

豊
田 
冨
美
子
さ
ん 

（
と
よ
だ 

ふ
み
こ
さ
ん
・
城
廻
） 

 

う
じ
か
つ 
天
正
十
三
年
（
１
５
８
５
）
に
は
秀
吉
は

北
条
氏
の
宿
敵
佐
竹
義
重
に
北
条
方
と
の

戦
い
を
励
ま
し
、
以
後
秀
吉
と
関
東
諸
氏

と
の
通
好
が
増
え
関
東
出
陣
の
意
も
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
七
月
に
入
る
と 

秀
吉
は
従
一
位
関
白
叙
任
と
な
り
天
下

統
一
が
加
速
す
る
。 

天
正
十
五
年
（
１
５
８
７
）
十
二
月
に
関

白
豊
臣
秀
吉
は
「
関
東
奥
両
国
惣
無
事

令
」
を
発
し
た
。
こ
れ
は
関
東
・
奥
州
に 

お
け
る
大
名
領
主
間
の
交
戦
か
ら
農
民
間

の
喧
嘩
刃
傷
沙
汰
に
至
る
ま
で
の
抗
争
を

厳
禁
す
る
平
和
令
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
は

大
名
の
領
地
拡
大
を
阻
止
し
豊
臣
政
権

が
全
領
土
を
掌
握
す
る
こ
と
に
あ
り
、 

争
い
事
は
関
白
の
名
の
下
に
す
べ
て
秀
吉
が

裁
定
を
下
し
、
従
わ
ぬ
者
は
朝
敵
と
し
て

討
つ
と
い
う
法
律
で
あ
っ
た
。 

中
央
で
豊
臣
政
権
が
強
化
さ
れ
、
諸 

大
名
が
続
々
と
臣
従
を
誓
う
中
で
、
玉
縄

北
条
氏
の
本
家
で
あ
る
小
田
原
の
北
条 

氏
政
（
う
じ
ま
さ
）
・
氏
直
（
う
じ
な
お
） 

父
子
は
こ
れ
に
応
じ
ず
、
秀
吉
は
北
条
氏

を
敵
対
者 

と
み
な
し
、 

北
条
氏
は 

孤
立
し
て 

い
く
こ
と
に 

な
る
。 

（
次
号
に 

続
く
） 

 

 
豊田さん（旧姓河原さん）が石原さんの

雌蝶を務めた時の着物で撮った写真 

 

 
 
豊田さん（左） と 石原さん（右） 

・
・
・ 
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大手門跡↓     ↓諏訪壇                                    ↓七曲坂下り口方面   

―
豊
田
さ
ん
の
ご
実
家
の
河
原
家
の
屋
号

は
「
お
ん
ま
や
」
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
― 

豊
田 

お
ん
ま
や
（
う
ま
を
あ
ず
か
っ
て
い

た
）
の
で
馬
小
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

私
が
小
さ
い
頃
に
は
も
う
馬
は
い
な
く
て
、

く
ず
小
屋
（
山
の
枯
れ
葉
を
集
め
て
き
て

溜
め
て
お
く
）
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。 

七
十
年
前
の
城
宿
（
陣
屋
坂
を
上
り
き

っ
た
辺
り
の
集
落
の
名
前
）
は
家
が
十
五
軒

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
「
な
べ
や
・
い
た

や
・
つ
け
ぎ
や
・
だ
い
く
・
い
ん
き
ょ
・
し
も
・

お
ん
ま
や
」
等
家
業
や
場
所
が
判
る
屋
号

で
呼
び
合
っ
て
い
て
み
ん
な
仲
良
し
で
し
た
。 

明
治
の
初
め
、
石
原
さ
ん
の
家
の
前
は

梅
林
で
そ
の
前
に
製
糸
工
場
が
あ
っ
て
、

祖
父
は
そ
の
工
場
に
勤
め
て
い
た
祖
母
を

嫁
に
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。 

―
石
原
さ
ん
の
お
嫁
入
り
後
の
生
活
は

ど
ん
な
も
の
で
し
た
か
― 

石
原 

大
工
の
家
で
し
た
が
畑
や
田
ん
ぼ
が

あ
っ
て
大
変
で
し
た
。
男
は
大
工
の
仕
事
に

行
っ
て
し
ま
い
女
手
だ
け
で
農
作
業
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
姑
が
四
十
八
歳
で
亡
く

な
っ
た
ば
か
り
の
時
の
嫁
入
り
だ
っ
た
の
で

祖
母
・
曾
祖
母
・
私
と
女
手
も
足
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
回
り
の
農
家
は
農
耕
の
た
め

に
牛
を
飼
っ
て
お
り
お
米
を
今
の
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
の
前
辺
り
に
あ
っ
た
小
杉
精
米
所

に
持
っ
て
行
く
の
に
牛
車
を
使
っ
て
い
ま
し

た
が
、
う
ち
は
大
工
の
家
で
牛
は
飼
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
私
が
背
負
い
梯
子

に
括
り
付
け
て
七
曲
坂
を
上
り
下
り
し
た 

 

                          

り
、
荷
車
に
二
斗
（
１
升
の
２
０
倍
）
の
米
を

載
せ
て
お
隣
の
い
ん
き
ょ
の
お
嫁
さ
ん
と 

二
人
し
て
昔
の
陣
屋
坂
（
旧
道
）
を
押
し
た

り
引
い
た
り
し
て
上
り
下
り
す
る
な
ど 

本
当
に
大
変
で
し
た
。
ま
さ
か
嫁
に
来
て 

こ
ん
な
こ
と
を
や
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
） 

・
・
・
・ 


